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【
仕
事
対
策
部
・
渡
辺
基
記
】

2
月
5
日
、
本
部
設
計
者
の
会
は

個
別
住
宅
相
談
会
を
け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
1
階
で
、
2
年
8
カ
月
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
10
月
の

幹
事
会
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め

た
『
相
談
会
』
を
行
な
い
『
設
計

者
の
会
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
」

と
日
程
決
定
。
新
宿
区
報
掲
載
、

共
闘
団
体
・
町
会
・
商
店
会
申
し

入
れ
、
チ
ラ
シ
折
込
・
感
染
防
止

対
策
等
準
備
を
進
め
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
対
応
と
し
て
住
民
・
施
工
者

相
談
＋
司
法
書
士
・
税
理
士
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
専

門
家
体
制
も
確
立
し
ま
し
た
。

感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
中
、

「
何
と
し
て
も
や
ろ
う
」
と
当
日

を
む
か
え
、
地
域
住
民
の
来
所
相

談
4
件
、組
合
か
ら
の
相
談
5
件
、

計
9
件
対
応
し
ま
し
た
。

相
談
に
来
た
住
民
の
方
々
全
員

が
広
報
・
チ
ラ
シ
を
見
て
「
一
度

に
い
ろ
ん
な
専
門
家
と
相
談
で
き

る
」
「
子
ど
も
家
族
の
2
世
帯
住

宅
を
考
え
て
」
「
土
曜
日
相
談
で

き
る
の
で
は
る
ば
る
新
宿
に
来

た
」
「
『
収
納
』
と
書
い
て
あ
っ

た
の
で
」
と
の
事
で
、「
相
談
で
き

て
よ
か
っ
た
」と
の
感
想
で
し
た
。

設
計
者
・
専
門
家
間
の「
本
音
」

の
交
流
も
で
き
、
多
く
の
課
題
も

出
し
合
い
ま
し
た
。
本
部
設
計
者

の
会
で
は
「
で
き
る
取
り
組
み
」

を
追
求
し
、
全
都
で
模
範
と
な
る

活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

【
練
馬
・
書
記
・
桑
原
研
二
記
】

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
か
ら
1

年
を
迎
え
た
1
月
22
日
、
練
馬
で

は
1
周
年
記
念
講
演
会
が
コ
コ
ネ

リ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
93
人
（
土

建
40
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
久
保
賢
一
弁
護
士
（
反
核
法

律
家
協
会
会
長
）
は
、
「
核
戦
争

反
対
、
核
兵
器
廃
絶
は
誰
で
も
言

う
。
大
き
な
違
い
は
核
兵
器
に
依

存
し
な
が
ら
言
う
か
否
定
し
な
が

ら
言
う
か
だ
。
ま
た
、
改
憲
を
進

め
る
人
と
禁
止
条
約
に
背
を
向
け

る
勢
力
は
重
な
っ
て
い
る
。
核
廃

絶
を
求
め
る
人
は
、
憲
法
九
条
を

擁
護
し
世
界
に
広
め
て
ほ
し
い
」

と
講
演
。川
崎
哲
さ
ん（
Ⅰ
Ｃ
Ａ
Ｎ

国
際
運
営
委
員
）
は
、「
条
約
批
准

を
求
め
る
署
名
を
広
げ
よ
う
。
政

府
に
条
約
参
加
を
求
め
自
治
体
か

ら
決
議
を
上
げ
て
い
く
運
動
は
世

界
の
潮
流
」と
報
告
さ
れ
、廃
絶
に

向
け
た
国
際
連
帯
活
動
に
確
信
が

持
て
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
三

角
真
弓
さ
ん
（
練
馬
支
部
常
任
執

行
委
員
）
が
メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
の

「
く
れ
よ
ん
ぴ
♡
す
」
の
さ
わ
や

か
な
歌
声
が
会
場
を
包
み
ま
し

た
。 【

板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子
記
】

1
月
28
日
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
板
橋
区
の
理
事
者
と
の
懇
談
を

行
な
い
、
東
京
土
建
か
ら
は
須
賀

副
委
員
長
と
森
担
当
書
記
が
参
加

し
、
公
契
約
条
例
の
制
定
と
、
建

退
共
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
普
及
を
中
心
に
要
請
し

ま
し
た
。

公
契
約
条
例
で
は
、
都
内
の
実

施
状
況
の
資
料
を
示
し
、
須
賀
副

委
員
長
か
ら
「
今
で
は
東
京
都
の

人
口
で
30
％
が
公
契
約
条
例
下
に

あ
る
ま
で
に
普
及
し
て
い
る
。
隣

の
北
区
で
も
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
板
橋
区
で
も
具
体
的
な
検

討
を
始
め
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し

ま
し
た
。
金
子
総
務
部
契
約
管
財

課
長
か
ら
は
、
「
公
契
約
条
例
を

め
ぐ
っ
て
は
、
大
き
な
変
革
の
時

期
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
発
注
者
の
努
力
義
務
も
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
公
共
工

事
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
導
入
で
は

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
労

働
環
境
向
上
の
契
機
と
し
て
い
き

た
い
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
回
答

の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
に
、
さ

ら
に
個
別
の
懇
談
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

1
月
26
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
第
45
回
住
宅
デ
ー
活
動
者

会
議
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
ま
し

た
。午

前
中
は
、
全
建
総
連
の
高
橋

健
二
住
宅
対
策
部
長
に
よ
る
「
コ

ロ
ナ
禍
の
住
宅
デ
ー

全
国
の
取

り
組
み
と
課
題
」と
題
す
る
講
演
。

高
橋
さ
ん
は
前
段
、
2
0
2
1
年

度
の
関
係
省
庁
へ
の
予
算
要
求
闘

争
で
実
現
し
た
「
こ
ど
も
み
ら
い

住
宅
支
援
事
業
」
「
地
域
型
住
宅

グ
リ
ー
ン
化
事
業
の
拡
充
」
な
ど

の
内
容
を
説
明
し
、
組
合
員
の
活

用
を
訴
え
た
う
え
で
、
過
去
2
年

間
全
国
各
地
域
の
組
合
が
コ
ロ
ナ

禍
で
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
千

葉
土
建（
対
面
）、
神
川
土
建（
オ

ン
ラ
イ
ン
）
の
木
工
教
室
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
佐
藤
里
志
仕
事

対
策
部
長
が
第
45
回
の
方
針
を
提

案
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
2
年
間
の
経

験
を
活
か
し
、
職
域
防
衛
の
取
り

組
み
と
し
て
「
今
で
き
る
住
宅
デ

ー
」
か
ら
「
今
こ
そ
で
き
る
住
宅

デ
ー
」
へ
の
前
進
を
強
調
、
①
組

織
人
数
の
15
％
以
上
の
参
加
、
②

1
会
場
3
件
以
上
の
住
宅
相
談
、

③
1
会
場
5
企
画
の
企
画
、
と
い

う
新
し
い
3
つ
の
目
標
を
示
し
ま

し
た
。方
針
を
補
強
す
る
た
め
に
、

昨
年
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
実

施
し
た
9
支
部
（
荒
川
、
多
摩
・

稲
城
、
北
、
港
、
墨
田
、
小
平
東

村
山
、
世
田
谷
、
村
山
大
和
、
狛

江
）
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

【
新
宿
支
部
発
】
新
宿
支
部

の
元
委
員
長
の
小
見
山
猛
さ
ん

が
1
月
7
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
90
歳
で
し
た
。

小
見
山
猛
さ
ん
は
、
新
宿
支

部
が
結
成
さ
れ
た
翌
年
1
9
5

7
年
に
組
合
加
入
し
ま
し
た
。

長
年
、
新
宿
支
部
と
人
生
を
歩

み
、
献
身
的
に
組
合
運
動
を
務

め
て
き
ま
し
た
。
1
9
7
0
年

に
は
39
歳
で
新
宿
支
部
の
書
記

長
を
務
め
、
1
9
9
5
年
、
63

歳
で
執
行
委
員
長
を
歴
任
し
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
は
復

興
支
援
、
1
9
9
9
年
に
は
新

宿
区
政
の
転
換
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。
支
部
役
員
を
退
任
後

は
、
地
域
共
闘
組
織
に
も
力
を

入
れ
て
活
動
し
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
は
、
高
齢
者
へ
の

医
療
差
別
と
憤
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
中
止
を
求
め
て
奮

闘
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
組
合
員
の
立
場
か
ら

鋭
い
視
点
の
ご
指
導
・
助
言
な

ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

【
賃
金
対
策
部
発
】
仲
間
の
賃

金
・
単
価
や
働
き
方
の
実
態
、
要

求
を
出
し
合
い
、
自
治
体
や
国
や

都
、
企
業
や
業
界
と
の
交
渉
、
懇

談
、
要
求
実
現
に
活
か
す
た
め
、

2
0
2
2
年
東
京
都
連
2
月
末
賃

金
実
態
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
月
、
4
月
の
群
会
議
や
分
会
総

会
、税
金
相
談
、労
災
年
度
更
新
を

利
用
し
て
用
紙
を
配
付
・
回
収
、組

織
人
員
20
％
を
目
標
に
し
ま
す
。

賃
金
・
単
価
や
休
日
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
状
況
、
意
見
や
要
求
な
ど
回

答
し
た
用
紙
を
4
月
半
ば
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
せ
ら
れ

た
仲
間
の
実
態
を
夏
の
自
治
体
交

渉
、
秋
の
企
業
交
渉
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
も
同
時
に

実
施
し
ま
す
（
2
月
26
日
〜
4
月

30
日
）
。
用
紙
を
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

み
、
回
答
し
て
下
さ
い
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
回
答
の
際
は

「
け
ん
せ
つ
」
の
帯
封
記
載
の
11

桁
の
番
号
が
必
要
で
す
。
帯
封
を

お
手
元
に
お
忘
れ
な
く
。

春
の
大
運
動
・
建
設
ア
ク
シ
ョ

ン
の
一
環
と
し
て
賃
金
調
査
を
旺

盛
に
す
す
め
、
昨
年
を
上
回
る
集

約
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
と

も
回
答
く
だ
さ
い
。

【
労
働
対
策
部
発
】
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
給
付
金
が
、
1
月
19
日
よ

り
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
制
度
は
、
建
設
業
に
従
事
し
て

い
た
方
で
、
①
ア
ス
ベ
ス
ト
特
有

の
疾
患
等
の
発
症
・
認
定
を
受
け

て
い
る
、
②
昭
和
50
年
（
1
9
7

5
年
）10
月
1
日
〜
平
成
16
年（
2

0
0
4
年
）
9
月
30
日
の
期
間
に

作
業
歴
が
あ
り
、
③
屋
内
で
の
作

業
を
し
て
い
た
、
被
害
者
・
遺
族

に
対
し
、
国
か
ら
最
大
1
3
0
0

万
円（
別
表
参
照
）の
賠
償
給
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
所
属
の
支
部
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

発言する須賀副委員長（左から2人目）

設計者の会

個
別
住
宅
相
談
会
を
開
催

公契約条例で前進
自治体キャラバン―板橋

区
政
転
換
に
も
努
力

新宿

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
好
評

小
見
山
元
委
員
長
が
逝
去

小見山さん

仲
間
の
声
を
力
に
交
渉

けんせつプラザ1階に設けた相談会場

賃
金
調
査
２０
％
以
上
め
ざ
す

住
宅
デ
ー
活
動
者
会
議
を
開
催

「
今
こ�
そ�
で
き
る
」へ

詳細、被害相談は所属支部へ
給付金受付が始まる

オープニングで歌う三角さん（中央）

署名広げ、決議あげる
核禁条約の発効１周年

ア
ス
ベ
ス
ト

練
馬

求

人

求

職


